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おもと放課後児童クラブ
が移転しました！
　おもと放課後児童クラブが、10月27日（火）に小本仮
設住宅団地から、おもとこども園に隣接する建物（中島
字長内212番地１）に移転しました。
　新しいきれいな建物で室内も広くなり、児童６人（登
録者数９人）が利用しています。

主な
内容

社会福祉大会

まちの福祉

お知らせ・寄付

2～3

4～6

7～8

 　「第27回町社会福祉大会・第36回町老人クラブ大会」の記念講演で、
雫石町の民謡家中川愛子さんが、「笑って、歌って、また笑う　～笑顔が
担う健康づくり～」と題して、楽しい話と民謡や踊りを披露し、会場は笑い
につつまれました。

　福祉サービスの事業所は、利用者から
の苦情を、適切に解決することが求めら
れています。あなたが利用している、町
社会福祉協議会の福祉サービスについて
お困りのことはありませんか。よりよい
サービスを提供するために、皆さんのご
意見（苦情）をお聞かせください。

《お客様相談窓口（苦情受付窓口）》
○申出先　岩泉町社会福祉協議会
〒027-0501 岩泉町岩泉字森の越４番地14
　　　　 （ふれあい交流福祉館内）

TEL 0194-22-3400
FAX 0194-31-1033

○苦情受付責任者　会長 佐々木泰二
○苦情受付担当者　事務局長 佐々木泰二
○受付時間　8：30～17：15（土曜日、日
曜日、祝日、12月29日～１月３日を除く）

《第三者委員》
（任期：平成29年９月末まで）

　町社会福祉協議会では、地域住民の中
から第三者委員を選任し、本会が提供し
ている福祉サービスに対する、ご意見、
苦情、相談等をお受けしています。本会
では、次の皆さんに委員をお願いしてい
ます。

○岩泉地区　佐々木　梅　子　℡ 22-3187
○小川地区　岩　舘　慶　子　℡ 25-4307
○大川地区　佐々木　利　和　℡ 26-2049
○小本地区　竹　花　恵美子　℡ 28-3020
○安家地区　玉　澤　冷　子　℡ 24-2678

　岩手ボイラ工業協会（工藤太久郎会長）、
岩手県クレーン工業協会（佐々木治会長）、
公益社団法人ボイラ・クレーン安全協会岩手
事務所（庄司武弘所長）の３団体から、岩手
県産ひとめぼれの新米150kgが町社協いずみの
里に贈呈されました。
　11月27日（金）にいずみの里で贈呈式が行
われ、岩手ボイラ工業協会の工藤会長から、
「新米の風味をそこなうことのないよう、皆
さまに召し上がっていただくため、玄米の状
態での持参となりました」とのあいさつがあ
りました。

より良いサービスを
提供するために
＝苦情解決（第三者委員）＝

　社会福祉活動に役立ててくださいと、次の
方々からご寄附をいただきました。

（期間：平成27年９月１日～11月30日）

物 品 寄 付

ご寄付ありがとうございました

菊地　敏男 様……さつまいも５kg
佐々木光枝 様……歳末助け合い芸能祭ビデオテープ１本
阿部孝四郎 様……くるみ40kg
匿　　　　 名……リハビリパンツ10袋
匿　　　　 名……オムツ２箱 

〈編集・発行〉

社会福祉法人
〒027-0501　
岩泉町岩泉字森の越4番地14（ふれあい交流福祉館内）
TEL 0194－22－3400  FAX 0194－31－1033
ＵＲＬ　iwaizumi-shakyo.or.jp
E-mail　info@iwaizumi-shakyo.or.jp

岩泉町社会福祉協議会

新米を贈呈する岩手ボイラ工業協会の工藤会長（左）

※都合により日程が変更になる場合があります。

いずみの里に
新米が贈呈されました

いわいずみ 福 祉 カ レ ン ダ ー
（12月中旬～3月中旬）

月　  日 行　　 事　　 名
歳末たすけあい義援金贈呈

大名湯治の会（花巻市新鉛温泉愛隣館）

12月下旬

1月27日（水）～29日（金）

いわいずみ
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町
内
か
ら
３
人
の
皆
さ
ん
が
、
多
年

に
わ
た
り
、
社
会
福
祉
事
業
の
推
進
に

貢
献
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　
　岩
手
県
社
会
福
祉
大
会
長
表
彰

　〇
永
年
勤
続
功
労
者

　
　
佐
　
藤
　
ア
　
キ
（
大
　
川
）

　
　
小
　
澤
　
コ
　
ヨ
（
岩
　
泉
）

　
　
堀
　
籠
　
利
　
子
（
岩
　
泉
）

第
68
回
岩
手
県

社
会
福
祉
大
会
で
３
人
が
表
彰

　

第
27
回
町
社
会
福
祉
大
会
と
第

36
回
町
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
、
11

月
６
日
（
金
）
に
町
民
会
館
で
開

催
さ
れ
、
約
３
５
０
人
の
参
加
者

が
、
町
民
の
誰
も
が
健
康
長
寿
で

明
る
く
暮
ら
せ
る
地
域
福
祉
の
推

進
に
向
け
た
取
り
組
み
の
充
実
を

誓
い
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
で
は
、
共
同
募
金
運

動
に
貢
献
し
た
個
人
・
団
体
に
対

す
る
感
謝
状
の
伝
達
や
、
永
年
、

町
の
社
会
福
祉
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
た
方
、
90
歳
の
元
気
高
齢
者
の

皆
さ
ん
な
ど
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
雫
石
町
の
民
謡
家
中
川
愛
子
さ

ん
を
講
師
に
「
笑
っ
て
、
歌
っ

て
、
ま
た
笑
う
〜
笑
顔
が
担
う

健
康
づ
く
り
〜
」
と
題
し
て
、

記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
表
彰
者
・
敬
称
略
）

岩
手
県
共
同
募
金
会
感
謝
状

　
久
保
田
　
惣
　
三（
二
升
石
）

　
武
　
田
　
律
　
子（
岩
　
泉
）

　
合
角
地
　
峰
　
子（
尼
　
額
）

　
岩
泉
う
れ
い
ら
商
店
会

社
会
福
祉
功
労
者
表
彰

　
武
　
田
　
貞
　
志
（
町
民
生
児

　
童
委
員
協
議
会
）

　
田
　
鎖
　
正
　
子（
町
民
生
児

　
童
委
員
協
議
会
）

　
前
角
地
　
倫
　
子（
町
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
）

　
佐
々
木
　
タ
　
キ
（
町
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
）

　
長
　
崎
　
レ
　
ン
（
町
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
）

90
歳
在
宅
高
齢
者
介
護
者
表
彰

　
山
　
崎
　
ヨ
シ
エ（
岩
　
泉
）

　
阿
　
部
　
宣
　
子（
岩
　
泉
）

　
佐
々
木
　
久
　
志（
乙
　
茂
）

　
應
　
家
　
文
　
枝（
浅
　
内
）

　
大
弓
川
　
和
　
徳（
浅
　
内
）

　
瀬
　
川
　
明
　
彦（
　
門
　
）

　
田
　
村
　
レ
イ
子（
　
門
　
）

　
立
　
花
　
政
太
郎（
穴
　
沢
）

　
畠
　
山
　
厚
　
子（
大
　
川
）

　
遠
　
洞
　
恵
美
子（
大
　
川
）

　
加
　
藤
　
卓
　
子（
中
　
里
）

90
歳
元
気
高
齢
者
表
彰

　
佐
々
木
　
復
　
子（
岩
　
泉
）

　
佐
々
木
　
イ
　
ネ（
岩
　
泉
）

　
三
　
浦
　
八
　
十（
岩
　
泉
）

　
三
田
地
　
フ
　
ク（
岩
　
泉
）

（
故
）工
　
藤
　
正
　
義（
岩
　
泉
）

　
植
　
村
　
キ
　
ノ（
岩
　
泉
）

　
佐
々
木
　
福
　
枝（
岩
　
泉
）

　
三
田
地
　
　
　
慧（
岩
　
泉
）

　
砂
　
子
　
カ
　
ツ（
尼
　
額
）

　
砂
　
子
　
勝
　
義（
尼
　
額
）

　
加
　
藤
　
チ
　
ヨ（
二
升
石
）

　
有
　
原
　
ト
メ
サ（
二
升
石
）

　
三
　
上
　
ア
　
ヤ（
二
升
石
）

　
田
　
鎖
　
新
　
藏（
浅
　
内
）

　
前
　
野
　
ト
　
ミ（
　
門
　
）

　
下
　
留
　
ユ
　
リ（
　
門
　
）

　
赤
　
平
　
四
　
郎（
　
門
　
）

　
佐
々
木
　
サ
　
ン（
　
門
　
）

　
中
　
村
　
フ
　
キ（
　
門
　
）

　
川
　
原
　
ミ
ツ
ヱ（
　
門
　
）

　
坂
　
本
　
喜
知
郎（
　
門
　
）

　
工
　
藤
　
終
　
子（
穴
　
沢
）

　
山
　
内
　
ト
　
ワ（
大
　
川
）

　
三
　
浦
　
行
　
雄（
小
　
本
）

　
三
　
浦
　
ヤ
ス
エ（
小
　
本
）

　
三
　
浦
　
ス
　
ワ（
小
　
本
）

　
三
　
浦
　
悦
之
助（
小
　
本
）

　
信
　
夫
　
キ
　
ク（
小
　
本
）

　
畠
　
山
　
ト
メ
ノ（
中
　
島
）

　
三
　
浦
　
キ
　
セ（
中
　
島
）

　
松
　
林
　
ロ
　
ク（
安
　
家
）

　
田
　
代
　
サ
　
キ（
安
　
家
）

　
佐
々
木
　
ハ
　
ナ（
安
　
家
）

　
土
　
橋
　
サ
　
ノ（
安
　
家
）

　
赤
　
坂
　
洋
　
吉（
安
　
家
）

　
森
　
子
　
親
　
一（
安
　
家
）

　
佐
々
木
　
ハ
　
ル（
下
有
芸
）

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

　
西
　
川
　
謙
　
一（
尼
額
清
心
）

　
伏
　
春
　
ハ
　
ル（
尼
額
清
心
）

　
熊
　
谷
　
義
　
行（
　
寿
　
）

　
熊
　
谷
　
み
の
り（
　
寿
　
）

　
佐
々
木
　
静
　
男（
福
寿
会
）

　
植
　
村
　
成
　
眞（
福
寿
会
）

　
村
　
山
　
　
　
清（
沢
廻
明
清
）

　
新
　
田
　
栄
三
郎（
沢
廻
明
清
）

　
境
　
　
仁
右
エ
門（
国
見
し
ら
か
ば

）

　
澤
　
　
　
政
　
一（
国
見
し
ら
か
ば

）

　
竹
　
花
　
ユ
　
リ（
月
　
山
）

　
菊
　
地
　
キ
　
エ（
月
　
山
）

　
竹
　
花
　
カ
　
ノ（
袰
　
綿
）

　
佐
々
木
　
タ
　
キ（
釜
津
田
）

　
佐
々
木
　
光
　
枝（
釜
津
田
）

　
佐
　
藤
　
孝
　
男（
大
　
川
）

　
佐
々
木
　
利
志
雄（
大
　
川
）

　
馬
　
場
　
サ
　
メ（
浅
　
内
）

　
山
　
本
　
ミ
　
ト（
中
野
下
）

　
工
　
藤
　
カ
　
ツ（
中
野
下
）

　
中
　
坪
　
　
　
精（
大
平
学
区
）

　
中
　
山
　
　
　
孝（
安
　
家
）

　
中
　
居
　
愛
　
子（
安
　
家
）

共同募金会感謝状を伝達される久保田惣三さん（左）

民謡家中川愛子さんの楽しい話

町
民
の
誰
も
が
健
康
長
寿
で

　明
る
く
暮
ら
せ
る

　
　
　地
域
福
祉
の
推
進
を
誓
う

第
27
回
町
社
会
福
祉
大
会
・
第
36
回
町
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

コミカルなトークが笑いを誘う 

華麗な踊りを披露する中川愛子社中の皆さん

　
第
68
回
岩
手
県
社
会
福
祉
大
会
が
、「
共

に
生
き
、
共
に
支
え
合
う
福
祉
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
」を
テ
ー
マ
に
、11
月
11
日（
水
）

に
、盛
岡
市
の
岩
手
県
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ク
ラ
ウ
ン

協
会
理
事
長
の
大
棟
耕
介
さ
ん
が
、「
ク
ラ

ウ
ン
（
道
化
師
）
が
語
る
〜
み
ん
な
の
笑
顔

の
た
め
に
、
今
、
私
に
で
き
る
こ
と
〜
」
と

題
し
て
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

お
お
む
ね
こ
う
す
け
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三
　
浦
　
八
　
十（
岩
　
泉
）

　
三
田
地
　
フ
　
ク（
岩
　
泉
）

（
故
）工
　
藤
　
正
　
義（
岩
　
泉
）

　
植
　
村
　
キ
　
ノ（
岩
　
泉
）

　
佐
々
木
　
福
　
枝（
岩
　
泉
）

　
三
田
地
　
　
　
慧（
岩
　
泉
）

　
砂
　
子
　
カ
　
ツ（
尼
　
額
）

　
砂
　
子
　
勝
　
義（
尼
　
額
）

　
加
　
藤
　
チ
　
ヨ（
二
升
石
）

　
有
　
原
　
ト
メ
サ（
二
升
石
）

　
三
　
上
　
ア
　
ヤ（
二
升
石
）

　
田
　
鎖
　
新
　
藏（
浅
　
内
）

　
前
　
野
　
ト
　
ミ（
　
門
　
）

　
下
　
留
　
ユ
　
リ（
　
門
　
）

　
赤
　
平
　
四
　
郎（
　
門
　
）

　
佐
々
木
　
サ
　
ン（
　
門
　
）

　
中
　
村
　
フ
　
キ（
　
門
　
）

　
川
　
原
　
ミ
ツ
ヱ（
　
門
　
）

　
坂
　
本
　
喜
知
郎（
　
門
　
）

　
工
　
藤
　
終
　
子（
穴
　
沢
）

　
山
　
内
　
ト
　
ワ（
大
　
川
）

　
三
　
浦
　
行
　
雄（
小
　
本
）

　
三
　
浦
　
ヤ
ス
エ（
小
　
本
）

　
三
　
浦
　
ス
　
ワ（
小
　
本
）

　
三
　
浦
　
悦
之
助（
小
　
本
）

　
信
　
夫
　
キ
　
ク（
小
　
本
）

　
畠
　
山
　
ト
メ
ノ（
中
　
島
）

　
三
　
浦
　
キ
　
セ（
中
　
島
）

　
松
　
林
　
ロ
　
ク（
安
　
家
）

　
田
　
代
　
サ
　
キ（
安
　
家
）

　
佐
々
木
　
ハ
　
ナ（
安
　
家
）

　
土
　
橋
　
サ
　
ノ（
安
　
家
）

　
赤
　
坂
　
洋
　
吉（
安
　
家
）

　
森
　
子
　
親
　
一（
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家
）

　
佐
々
木
　
ハ
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下
有
芸
）

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

　
西
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額
清
心
）

　
伏
　
春
　
ハ
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尼
額
清
心
）

　
熊
　
谷
　
義
　
行（
　
寿
　
）

　
熊
　
谷
　
み
の
り（
　
寿
　
）

　
佐
々
木
　
静
　
男（
福
寿
会
）

　
植
　
村
　
成
　
眞（
福
寿
会
）

　
村
　
山
　
　
　
清（
沢
廻
明
清
）

　
新
　
田
　
栄
三
郎（
沢
廻
明
清
）

　
境
　
　
仁
右
エ
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国
見
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ら
か
ば

）

　
澤
　
　
　
政
　
一（
国
見
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ら
か
ば

）
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花
　
ユ
　
リ（
月
　
山
）
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地
　
キ
　
エ（
月
　
山
）

　
竹
　
花
　
カ
　
ノ（
袰
　
綿
）

　
佐
々
木
　
タ
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津
田
）

　
佐
々
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光
　
枝（
釜
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田
）

　
佐
　
藤
　
孝
　
男（
大
　
川
）

　
佐
々
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大
　
川
）
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場
　
サ
　
メ（
浅
　
内
）

　
山
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ト（
中
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下
）

　
工
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カ
　
ツ（
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下
）
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区
）
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家
）

　
中
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家
）

共同募金会感謝状を伝達される久保田惣三さん（左）

民謡家中川愛子さんの楽しい話

町
民
の
誰
も
が
健
康
長
寿
で

　明
る
く
暮
ら
せ
る

　
　
　地
域
福
祉
の
推
進
を
誓
う

第
27
回
町
社
会
福
祉
大
会
・
第
36
回
町
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

コミカルなトークが笑いを誘う 

華麗な踊りを披露する中川愛子社中の皆さん

　
第
68
回
岩
手
県
社
会
福
祉
大
会
が
、「
共

に
生
き
、
共
に
支
え
合
う
福
祉
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
」を
テ
ー
マ
に
、11
月
11
日（
水
）

に
、盛
岡
市
の
岩
手
県
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ク
ラ
ウ
ン

協
会
理
事
長
の
大
棟
耕
介
さ
ん
が
、「
ク
ラ

ウ
ン
（
道
化
師
）
が
語
る
〜
み
ん
な
の
笑
顔

の
た
め
に
、
今
、
私
に
で
き
る
こ
と
〜
」
と

題
し
て
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

お
お
む
ね
こ
う
す
け
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花火約７００発が上がりました！

キッズコーナーと振る舞いに並ぶ行列

多くの参加があった健康測定コーナー

研修に参加した町ボラ連の皆さん プロゴルファーの宮里優作さん（右）

　
11
月
１
日（
日
）に
小
本
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
付
近

で
、お
も
と
復
活
祭
第
２
部
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の

事
業
は
、復
興
庁
の
平
成
27
年
度
被
災
者
健
康
・
生
活

支
援
総
合
交
付
金
を
使
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
会
場
で
は
、食
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
い
わ
い
ず
み

会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、煮
し
め
２
０
０
食
の
振
る
舞

い
と
鮭
ご
飯
の
販
売
が
あ
っ
た
ほ
か
、龍
泉
洞
黒
豚

の
丸
焼
や
、甘
酒
、温
か
い
飲
み
物
の
振
舞
い
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
健
康
測
定
コ
ー
ナ
ー
で
は
、足
も
ミ
ニ
ス
ト
の
熊

谷
ま
り
こ
さ
ん
に
よ
る
足
も
み
コ
ー
ナ
ー
や
、測
定

機
を
使
用
し
た
体
年
齢
・
肌
年
齢
・
体
脂
肪
測
定
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
５
時
か
ら
は
約
７
０
０
発
の
花
火
が
冬
の
夜

空
に
打
ち
あ
が
り
、参
加
者
か
ら「
す
ご
く
き
れ
い
で

心
が
洗
わ
れ
ま
す
」と
の
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。

冬
の
夜
空
に
花
火
が
打
ち
あ
が
り
ま
し
た
！

＝
お
も
と
復
活
祭
第
２
部
＝

福祉に関する話題がありましたら
お寄せください。
社協事務局（☎22-3400）

　
町
内
の
ご
長
寿
の
皆
さ

ん
の
こ
れ
ま
で
の
功
績
に

対
し
感
謝
の
気
持
ち
を
表

す
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

の
生
活
を
激
励
す
る
た

め
、
町
と
町
社
協
で
は
、

町
内
各
地
区
の
町
社
協
支

部
役
員
や
民
生
児
童
委

員
、
中
学
生
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
９
月

中
旬
に
敬
老
記
念
品
と
お

祝
い
状
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

　
今
年
度
に
め
で
た
く

１
０
１
歳
以
上
を
迎
え

ら
れ
た
高
齢
者
は
２
人

で
、
白
寿
（
99
歳
）
は

３
人
、
米
寿
（
88
歳
）

は
89
人
で
し
た
。

　
ジ
ャ
パ
ン
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー

選
手
会
の
復
興
支
援
・
福
祉

車
両
贈
呈
式
が
、
９
月
８
日

（
火
）
に
盛
岡
市
の
ふ
れ
あ

い
ラ
ン
ド
岩
手
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
贈
呈
式
で
は
、
ジ
ャ
パ
ン

ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
選
手
会
の
宮

里
優
作
副
会
長
か
ら
、
岩
泉

町
社
協
を
始
め
県
内
の
10
市

町
村
社
協
に
、
福
祉
車
両
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
（
三
上
玲
子
会
長
）

は
、
10
月
４
日
（
日
）
に
地

域
振
興
活
動
の
先
進
地
視
察

と
し
て
、
九
戸
村
の
「
戸
田

か
ぼ
ち
ゃ
ま
つ
り
」
を
視
察

し
ま
し
た
。

　
お
よ
そ
３
㎞
の
歩
道
に
交

通
安
全
を
呼
び
掛
け
た
カ
ボ

チ
ャ
な
ど
が
並
べ
ら
れ
、
心

温
ま
る
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

ご
長
寿
の
皆
さ
ん
を
お
祝
い

＝
敬
老
記
念
品
の
贈
呈
＝

復
興
支
援
で
福
祉
車
両
を
贈
呈

＝
ジ
ャ
パ
ン
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
選
手
会
＝

か
ぼ
ち
ゃ
ま
つ
り
を
視
察
研
修

＝
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
＝

ご
夫
婦
で
共
に
歩
ん
だ
50
年
を
祝
福

＝
第
13
回
町
合
同
金
婚
式
＝

　
今
年
で
13
回
目
と
な
る
町
合
同
金

婚
式
が
、
10
月
３
日
（
土
）
に
龍
泉

洞
温
泉
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
ご
夫

婦
の
若
い
こ
ろ
の
な
れ
そ
め
や
、
50

年
の
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
ま
し

た
。
当
日
は
、
対
象
と
な
る
46
組
中

18
組
の
ご
夫
婦
が
参
加
し
、
カ
メ
ラ

マ
ン
か
ら
二
人
そ
ろ
っ
て
の
記
念
写

真
を
撮
影
し
て
も
ら
う
光
景
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
の
祝
賀
会
で
は
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
い
わ
い
ず
み

こ
ど
も
園
の
園
児
に
よ
る
お
ゆ
う
ぎ

や
、
中
川
愛
子
社
中
の
皆
さ
ん
に
よ

る
祝
い
の
歌
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
、

ご
夫
婦
で
過
ご
し
た
50
年
間
を
盛
大

に
祝
福
し
ま
し
た
。

金婚式を迎えられた皆さん

祝いの唄と舞を披露する中川愛子社中の皆さん

　岩泉中生から敬老記念品と祝い状を受け取りました 
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いわいずみ社協からのお知らせ

町社会福祉協議会 総務係　☎31-1065
申し込み・問い合わせ先

町社会福祉協議会 
岩泉字森の越４番地14　☎22-3400

進学のための資金を貸付けます

＝生活福祉資金（教育支援資金）＝＝生活福祉資金（教育支援資金）＝
　町社会福祉協議会の正職員採用試験を、次により
行います。健康で社会福祉の仕事に意欲がある人が
対象となります。
　受験案内および申込書は、町社会福祉協議会（ふ
れあい交流福祉館内）で希望者に配布します。

▲採用職種・採用予定人員

▲受験資格
○事務職員…昭和56年４月２日以降に生まれ、高卒以
上（卒業見込みを含む）の人で、普通自動車の運転免
許の所有者または入社時までに取得見込みの人。
○看護職員…昭和56年４月２日以降に生まれ、保健
師・看護師・准看護師のいずれかの資格所持者で、普
通自動車の運転免許の所有者または入社時までに
取得見込みの人。

○相談職員…昭和56年４月２日以降に生まれ、社会福
祉士・社会福祉主事のいずれかの資格を取得または
取得見込みの人で、普通自動車の運転免許の所有者
または入社時までに取得見込みの人。
○介護職員…昭和56年４月２日以降に生まれ、介護福
祉士の資格を取得または取得見込みの人で、普通自
動車の運転免許の所有者または入社時までに取得
見込みの人。
▲受付期間…12月21日（月）～１月13日（水）
▲試験日時（一次試験）
　平成28年１月23日（土）午前10時～
▲試験場所…町社会福祉協議会
▲試験内容…教養試験
▲採用予定…平成28年４月１日

町社協職員の採用試験を行います町社協職員の採用試験を行います
　高等学校、大学、短期大学及び専修学校の学費等
に対する融資を、他から受けることが困難な低所得
世帯に対して資金を貸し付けています。
▲資金の種類…教育支援費、就学支度費
▲貸付限度額…教育支援費（高校月35,000円以内、短
大等月60,000円以内、大学月65,000円以内）、就学支
度費（500,000円以内）
▲貸 付 利 子…無利子

町社会福祉協議会 総務係　☎31-1065

あなたの暮らしの安心をお手伝い

＝日常生活自立支援事業＝＝日常生活自立支援事業＝
　日常生活上の判断に不安のある人に対して、契約
により福祉サービスの利用や日常的金銭管理の援助
を行い、住み慣れた地域で自立した生活が送れるよ
うに支援するものです。
▲利用内容…福祉サービスの利用や金銭管理の援助
▲対 象 者…認知症高齢者、知的障がい、精神障がい

のある人
▲利 用 料…１時間1,300円（生活保護世帯は無料）

町社会福祉協議会 総務係　☎31-1065

応急的に資金を貸付けます

＝たすけあい資金＝＝たすけあい資金＝
　町内に住んでいる低所得世帯を対象に、生活費や
医療費などの資金を応急的に貸し付けています。
▲対　　象…町内に住所を有する低所得世帯
▲貸 付 額…１世帯20万円以内
▲貸付利子…無利子
▲貸付期間…２年以内
貸付には同居家族以外の連帯保証人が１名必要に
なります。

　
７
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介
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。

　
介
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０
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。
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、
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後
介
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場
で
活
か
さ
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て
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き
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「職務の理解」の講義を受ける受講生

＝平成27年度実績額は3,426,000円（昨年度実績額に比べ65,000円の減）＝
平成27年度町社協会費にご協力ありがとうございました

平成27年度岩泉町社会福祉協議会費実績地区別内訳（12月４日現在）

行　政　区 拠出世帯数 金　額（円） 行　政　区 拠出世帯数 金　額（円） 行　政　区 拠出世帯数 金　額（円）
松 橋
二 升 石
尼 額
西 上 町
東 上 町
中 町
下 町
三 本 松
東 三 本 松
上 の 山
向 町
惣 畑
上 沢 廻
下 沢 廻
南 沢 廻
小 屋 敷
本 田
夏 節
沢 中
下 岩 泉
鼠 入 川
月 出
森 山
鼠 入
甲 地
乙 茂
猿 沢
中 倉
浅 内
栗 畑
大 沢
岩泉地区合計
国 境
見 内 川
浅 不 動
中 沢
中 瀬
三 田 貝
南 沢
名 目 入

門 町
救 沢
石 畑
谷 内 向
穴 沢
田 山
袰 綿
一 ツ 苗 代
権 現
小川地区合計
大 渡
平 井
宇 津 野
寄 部
伏 屋
扇 の 沢
下 町
本 町
日 蔭
大 広
長 田
種 倉
館 沢 口
外 山
中 居 村
外 椀
唐 地
滝 の 上
櫃 取
川 代
大川地区合計
小 成
茂 師
小 本 団 地
中 野 一
中 野 二
小 本 公 営
小 本 地 区
岩 泉 団 地
小 成 団 地

29
21
18
40
8
22
34
23
21
12
533
20
8
24
22
57
63
11
6
7
13
14
14
259
4
11
7
7
11
9
18
9
4
80

3,430

29,000
21,000
18,000
40,000
8,000
22,000
34,000
23,000
21,000
12,000
533,000
20,000
8,000
24,000
22,000
57,000
63,000
11,000
6,000
7,000
13,000
14,000
14,000
259,000
4,000
11,000
7,000
7,000
11,000
9,000
18,000
9,000
4,000
80,000

3,426,000

中 島
岸

卒 郡
中 里
袰 野 一
袰 野 二
清 水 野
高 松
大 牛 内
豊 岡
小本地区合計
坂 本
折 壁
大 平
松 ヶ 沢
日 向
日 蔭
半 城 子
川 口
茂 井
年 々
高 須 賀
江 川
安家地区合計
水 堀
上 有 芸
新 町
下 有 芸
田 茂 宿
肘 葛
栃 の 木
皆 の 川
松 屋 敷
有芸地区合計

合 計

26
84
100
92
122
33
76
106
166
94
40
49
56
39
56
10
8
7
17
60
15
17
20
16
8
37
18
10
50
12
14

1,458
45
48
23
74
16
36
8
88

26,000
78,000
100,000
92,000
122,000
33,000
76,000
106,000
166,000
94,000
40,000
49,000
56,000
41,000
56,000
10,000
8,000
7,000
17,000
60,000
15,000
17,000
20,000
16,000
8,000
37,000
18,000
10,000
50,000
12,000
14,000

1,454,000
45,000
48,000
23,000
74,000
16,000
36,000
8,000
88,000

110
37
75
16
57
7
114
60
6
820
4
4
5
5
15
2
24
24
27
28
13
7
13
12
26
29
23
2
2
15
280
35
30
35
42
79
30
45
4
5

110,000
37,000
75,000
16,000
57,000
7,000
114,000
　60,000
6,000
820,000
4,000
4,000
5,000
5,000
15,000
2,000
24,000
24,000
27,000
28,000
13,000
7,000
13,000
12,000
26,000
29,000
23,000
2,000
2,000
15,000
280,000
35,000
30,000
35,000
42,000
79,000
30,000
45,000
4,000
5,000

介
護
職
員
初
任
者
研
修
で

11
人
が
資
格
を
取
得

※下沢廻に特別会費（3,000円木村忠一様）を含む

採用職種
事務職員
看護職員
相談職員
介護職員

採用予定人員
若干名
若干名
若干名
若干名

申し込み・問い合わせ先

申し込み・問い合わせ先
申し込み・問い合わせ先

マークの見方

情報 イベント

福祉 ボランティア その他
TEL. 22－3400  FAX. 31－1033
このページに関するお問い合わせは　町社会福祉協議会まで

助成・支援
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いわいずみ社協からのお知らせ

町社会福祉協議会 総務係　☎31-1065
申し込み・問い合わせ先

町社会福祉協議会 
岩泉字森の越４番地14　☎22-3400

進学のための資金を貸付けます

＝生活福祉資金（教育支援資金）＝＝生活福祉資金（教育支援資金）＝
　町社会福祉協議会の正職員採用試験を、次により
行います。健康で社会福祉の仕事に意欲がある人が
対象となります。
　受験案内および申込書は、町社会福祉協議会（ふ
れあい交流福祉館内）で希望者に配布します。

▲採用職種・採用予定人員

▲受験資格
○事務職員…昭和56年４月２日以降に生まれ、高卒以
上（卒業見込みを含む）の人で、普通自動車の運転免
許の所有者または入社時までに取得見込みの人。
○看護職員…昭和56年４月２日以降に生まれ、保健
師・看護師・准看護師のいずれかの資格所持者で、普
通自動車の運転免許の所有者または入社時までに
取得見込みの人。

○相談職員…昭和56年４月２日以降に生まれ、社会福
祉士・社会福祉主事のいずれかの資格を取得または
取得見込みの人で、普通自動車の運転免許の所有者
または入社時までに取得見込みの人。
○介護職員…昭和56年４月２日以降に生まれ、介護福
祉士の資格を取得または取得見込みの人で、普通自
動車の運転免許の所有者または入社時までに取得
見込みの人。
▲受付期間…12月21日（月）～１月13日（水）
▲試験日時（一次試験）
　平成28年１月23日（土）午前10時～
▲試験場所…町社会福祉協議会
▲試験内容…教養試験
▲採用予定…平成28年４月１日

町社協職員の採用試験を行います町社協職員の採用試験を行います
　高等学校、大学、短期大学及び専修学校の学費等
に対する融資を、他から受けることが困難な低所得
世帯に対して資金を貸し付けています。
▲資金の種類…教育支援費、就学支度費
▲貸付限度額…教育支援費（高校月35,000円以内、短
大等月60,000円以内、大学月65,000円以内）、就学支
度費（500,000円以内）
▲貸 付 利 子…無利子

町社会福祉協議会 総務係　☎31-1065

あなたの暮らしの安心をお手伝い

＝日常生活自立支援事業＝＝日常生活自立支援事業＝
　日常生活上の判断に不安のある人に対して、契約
により福祉サービスの利用や日常的金銭管理の援助
を行い、住み慣れた地域で自立した生活が送れるよ
うに支援するものです。
▲利用内容…福祉サービスの利用や金銭管理の援助
▲対 象 者…認知症高齢者、知的障がい、精神障がい

のある人
▲利 用 料…１時間1,300円（生活保護世帯は無料）

町社会福祉協議会 総務係　☎31-1065

応急的に資金を貸付けます

＝たすけあい資金＝＝たすけあい資金＝
　町内に住んでいる低所得世帯を対象に、生活費や
医療費などの資金を応急的に貸し付けています。
▲対　　象…町内に住所を有する低所得世帯
▲貸 付 額…１世帯20万円以内
▲貸付利子…無利子
▲貸付期間…２年以内
貸付には同居家族以外の連帯保証人が１名必要に
なります。
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「職務の理解」の講義を受ける受講生

＝平成27年度実績額は3,426,000円（昨年度実績額に比べ65,000円の減）＝
平成27年度町社協会費にご協力ありがとうございました

平成27年度岩泉町社会福祉協議会費実績地区別内訳（12月４日現在）

行　政　区 拠出世帯数 金　額（円） 行　政　区 拠出世帯数 金　額（円） 行　政　区 拠出世帯数 金　額（円）
松 橋
二 升 石
尼 額
西 上 町
東 上 町
中 町
下 町
三 本 松
東 三 本 松
上 の 山
向 町
惣 畑
上 沢 廻
下 沢 廻
南 沢 廻
小 屋 敷
本 田
夏 節
沢 中
下 岩 泉
鼠 入 川
月 出
森 山
鼠 入
甲 地
乙 茂
猿 沢
中 倉
浅 内
栗 畑
大 沢
岩泉地区合計
国 境
見 内 川
浅 不 動
中 沢
中 瀬
三 田 貝
南 沢
名 目 入

門 町
救 沢
石 畑
谷 内 向
穴 沢
田 山
袰 綿
一 ツ 苗 代
権 現
小川地区合計
大 渡
平 井
宇 津 野
寄 部
伏 屋
扇 の 沢
下 町
本 町
日 蔭
大 広
長 田
種 倉
館 沢 口
外 山
中 居 村
外 椀
唐 地
滝 の 上
櫃 取
川 代
大川地区合計
小 成
茂 師
小 本 団 地
中 野 一
中 野 二
小 本 公 営
小 本 地 区
岩 泉 団 地
小 成 団 地

29
21
18
40
8
22
34
23
21
12
533
20
8
24
22
57
63
11
6
7
13
14
14
259
4
11
7
7
11
9
18
9
4
80

3,430

29,000
21,000
18,000
40,000
8,000
22,000
34,000
23,000
21,000
12,000
533,000
20,000
8,000
24,000
22,000
57,000
63,000
11,000
6,000
7,000
13,000
14,000
14,000
259,000
4,000
11,000
7,000
7,000
11,000
9,000
18,000
9,000
4,000
80,000

3,426,000

中 島
岸

卒 郡
中 里
袰 野 一
袰 野 二
清 水 野
高 松
大 牛 内
豊 岡
小本地区合計
坂 本
折 壁
大 平
松 ヶ 沢
日 向
日 蔭
半 城 子
川 口
茂 井
年 々
高 須 賀
江 川
安家地区合計
水 堀
上 有 芸
新 町
下 有 芸
田 茂 宿
肘 葛
栃 の 木
皆 の 川
松 屋 敷
有芸地区合計

合 計

26
84
100
92
122
33
76
106
166
94
40
49
56
39
56
10
8
7
17
60
15
17
20
16
8
37
18
10
50
12
14

1,458
45
48
23
74
16
36
8
88

26,000
78,000
100,000
92,000
122,000
33,000
76,000
106,000
166,000
94,000
40,000
49,000
56,000
41,000
56,000
10,000
8,000
7,000
17,000
60,000
15,000
17,000
20,000
16,000
8,000
37,000
18,000
10,000
50,000
12,000
14,000

1,454,000
45,000
48,000
23,000
74,000
16,000
36,000
8,000
88,000

110
37
75
16
57
7

114
60
6

820
4
4
5
5
15
2
24
24
27
28
13
7
13
12
26
29
23
2
2
15
280
35
30
35
42
79
30
45
4
5

110,000
37,000
75,000
16,000
57,000
7,000

114,000
　60,000
6,000

820,000
4,000
4,000
5,000
5,000
15,000
2,000
24,000
24,000
27,000
28,000
13,000
7,000
13,000
12,000
26,000
29,000
23,000
2,000
2,000
15,000
280,000
35,000
30,000
35,000
42,000
79,000
30,000
45,000
4,000
5,000

介
護
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者
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修
で

11
人
が
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格
を
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得

※下沢廻に特別会費（3,000円木村忠一様）を含む

採用職種
事務職員
看護職員
相談職員
介護職員

採用予定人員
若干名
若干名
若干名
若干名

申し込み・問い合わせ先

申し込み・問い合わせ先
申し込み・問い合わせ先

マークの見方

情報 イベント

福祉 ボランティア その他
TEL. 22－3400  FAX. 31－1033
このページに関するお問い合わせは　町社会福祉協議会まで

助成・支援
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おもと放課後児童クラブ
が移転しました！
　おもと放課後児童クラブが、10月27日（火）に小本仮
設住宅団地から、おもとこども園に隣接する建物（中島
字長内212番地１）に移転しました。
　新しいきれいな建物で室内も広くなり、児童６人（登
録者数９人）が利用しています。

主な
内容

社会福祉大会

まちの福祉

お知らせ・寄付
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 　「第27回町社会福祉大会・第36回町老人クラブ大会」の記念講演で、
雫石町の民謡家中川愛子さんが、「笑って、歌って、また笑う　～笑顔が
担う健康づくり～」と題して、楽しい話と民謡や踊りを披露し、会場は笑い
につつまれました。

　福祉サービスの事業所は、利用者から
の苦情を、適切に解決することが求めら
れています。あなたが利用している、町
社会福祉協議会の福祉サービスについて
お困りのことはありませんか。よりよい
サービスを提供するために、皆さんのご
意見（苦情）をお聞かせください。

《お客様相談窓口（苦情受付窓口）》
○申出先　岩泉町社会福祉協議会
〒027-0501 岩泉町岩泉字森の越４番地14
　　　　 （ふれあい交流福祉館内）

TEL 0194-22-3400
FAX 0194-31-1033

○苦情受付責任者　会長 佐々木泰二
○苦情受付担当者　事務局長 佐々木泰二
○受付時間　8：30～17：15（土曜日、日
曜日、祝日、12月29日～１月３日を除く）

《第三者委員》
（任期：平成29年９月末まで）

　町社会福祉協議会では、地域住民の中
から第三者委員を選任し、本会が提供し
ている福祉サービスに対する、ご意見、
苦情、相談等をお受けしています。本会
では、次の皆さんに委員をお願いしてい
ます。

○岩泉地区　佐々木　梅　子　℡ 22-3187
○小川地区　岩　舘　慶　子　℡ 25-4307
○大川地区　佐々木　利　和　℡ 26-2049
○小本地区　竹　花　恵美子　℡ 28-3020
○安家地区　玉　澤　冷　子　℡ 24-2678

　岩手ボイラ工業協会（工藤太久郎会長）、
岩手県クレーン工業協会（佐々木治会長）、
公益社団法人ボイラ・クレーン安全協会岩手
事務所（庄司武弘所長）の３団体から、岩手
県産ひとめぼれの新米150kgが町社協いずみの
里に贈呈されました。
　11月27日（金）にいずみの里で贈呈式が行
われ、岩手ボイラ工業協会の工藤会長から、
「新米の風味をそこなうことのないよう、皆
さまに召し上がっていただくため、玄米の状
態での持参となりました」とのあいさつがあ
りました。

より良いサービスを
提供するために
＝苦情解決（第三者委員）＝

　社会福祉活動に役立ててくださいと、次の
方々からご寄附をいただきました。

（期間：平成27年９月１日～11月30日）

物 品 寄 付

ご寄付ありがとうございました

菊地　敏男 様……さつまいも５kg
佐々木光枝 様……歳末助け合い芸能祭ビデオテープ１本
阿部孝四郎 様……くるみ40kg
匿　　　　 名……リハビリパンツ10袋
匿　　　　 名……オムツ２箱 
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岩泉町社会福祉協議会

新米を贈呈する岩手ボイラ工業協会の工藤会長（左）

※都合により日程が変更になる場合があります。

いずみの里に
新米が贈呈されました

いわいずみ 福 祉 カ レ ン ダ ー
（12月中旬～3月中旬）

月　  日 行　　 事　　 名
歳末たすけあい義援金贈呈

大名湯治の会（花巻市新鉛温泉愛隣館）

12月下旬

1月27日（水）～29日（金）

いわいずみ
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